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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

営農再開地域では、ニホンザルによる農作物への被害が懸念されており、追い払い等の対策
が必要である。ラジオテレメトリー調査法は、ニホンザルの位置情報を取得することが可能で
あり、ニホンザルの追い払い等に有効に活⽤できる。 
                                                

（１） ラジオテレメトリー調査は、ＶＨＦ発信器を個体に装着し、三⾓測量法等を⽤いて位置情報
を得る⽅法であり、⽐較的安価な機材で実施が可能である（図 1、図 2）。 

（２） 2 群れを対象に延べ 10 回調査したところ、5 回受信可能であり、その内 3 回はニホンザル
を発⾒することができ、ニホンザル出没を効率的に予測できると考えられる（表１）。 

 
２ 期待される効果 

（１） ニホンザルの位置情報を取得することにより、効率的に追い払い等への活⽤が⾒込まれる。 
 
３ 活⽤上の留意点 

（１） あらかじめ、ニホンザルを⽣体捕獲し、⾸輪を装着した後に放獣する必要がある。なお、本
研究では、「避難指⽰区域における有害⿃獣⽣息状況調査に基づく被害防⽌対策パッケージ
実施体制整備⽀援」において装着された⾸輪を使⽤した。 

（２） 発信器を装着した個体が⼭中の⾕間等にいる場合は、受信しにくくなる。 
（３） ニホンザルの⾏動圏をある程度把握し、全域をカバーするように巡回する必要がある。ま

た、調査頻度が少ないと出没を予測しにくくなるため、調査労⼒は⼤きい。 
（４） 農業者が活⽤する際は、継続的な費⽤（⾸輪の装着等）や多くの調査労⼒が必要になるため、

継続的に⾼頻度で調査可能である組織的な体制を構築する必要がある。 
 
 



 

Ⅱ 具体的データ等 
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表１ 受信状況の調査結果 

図 1 「ラジオテレメトリー調査法」の概要 

図 2 調査に使⽤した機材（⾞載アンテナ、
⼋⽊アンテナ、受信機） 

Ａ ⾞での捜索 
⾞載アンテナに受信機を接続し、発信器からの電波を受信できる場所を探す。 
 

Ｂ ⼋⽊アンテナによる受信⽅向の調査 
受信機を⾞載アンテナから⼋⽊アンテナに付け替える。 
⼋⽊アンテナをゆっくり回し、最も電波が良い⽅向を探す。 
⽅向が決まったら、コンパスで北からの⽅⾓を調べる。 

 

ラジオテレメトリー調査法 

 
Ｃ ⼋⽊アンテナの⽅向を地図へ記⼊ 

コンパスの北と磁北線（点線）を合
わせ、調査地点からアンテナの⽅⾓に
直線を引く。 

 
数メートル以上離れた場所でＡ〜Ｃを合
計 3 回⾏う。 
3 カ所から引いた線によって三⾓形がで
き、その中⼼に⾸輪を装着したニホンザ
ルが位置する。 

Ａ〜Ｃを 3 回⾏い、特定したニホンザルの位置 Ｃ ⼋⽊アンテナの⽅向を地図へ記⼊ 

Ｂ ⼋⽊アンテナによる受信⽅向の調査 


